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「くにたち公民館だより」
デジタルブック

こ
の
企
画
は
、
１
９
６
０
年
代
に
環

境
問
題
を
告
発
し
た
生
物
学
者
レ
イ
チ

ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
が
没
後
６０
年
だ
っ
た

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
夏
の
酷
暑

の
、
地
球
温
暖
化
、
気
候
変
動
を
感
じ

ざ
る
を
得
な
い
中
で
開
催
さ
れ
、
環
境

問
題
を
考
え
る
の
に
実
感
迫
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ

ン
と
い
え
ば
そ
の
著
書
『
沈
黙
の
春
』

や
『
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
』
が

有
名
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
タ
イ
ム
誌
で
、

２０
世
紀
に
最
も
影
響
力
の
あ
っ
た
１
０

０
人
に
女
性
で
た
だ
１
人
選
ば
れ
、
ま

た
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
ウ
ン
ズ
『
世
界
を
変

え
た
本
』
の
２７
冊
中
の
１
冊
が
『
沈
黙

の
春
』
だ
そ
う
で
す
。
Ｄ
Ｄ
Ｔ
な
ど
化

学
物
質
を
農
薬
と
し
て
使
う
こ
と
の
危

険
性
を
訴
え
、
高
度
経
済
成
長
の
時
代

の
産
業
公
害
に
つ
い
て
人
々
が
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
今
は

時
代
が
変
わ
り
、
産
業
型
で
は
な
く
都

市
型
、
生
活
型
の
公
害
が
問
題
、
と
多

田
さ
ん
は
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
か
ら
は
、
こ
の
講
座
が
ち

ょ
う
ど
パ
リ
五
輪
の
時
期
で
、
１
０
０

年
間
遊
泳
禁
止
だ
っ
た
セ
ー
ヌ
川
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
に
な
っ
て
い
る
が
、

セ
ー
ヌ
川
は
日
本
の
道
頓
堀
川
よ
り
８

倍
汚
染
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
話
題
や
、

ア
メ
リ
カ
の
人
は
１
週
間
で
平
均
６
～

７
グ
ラ
ム
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
摂
取
し

て
い
る
な
ど
、
現
在
の
海
外
の
情
報
も

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
文
系
畑
に
い
て
、
レ
イ
チ
ェ
ル

・
カ
ー
ソ
ン
の
名
前
は
知
っ
て
い
て
も
、

学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
講
座
が
な
け
れ
ば
、
今
後
も
ご
縁
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

参
加
し
て
み
て
新
た
な
知
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
の
関
心
分
野

と
は
違
う
、
で
も
そ
の
分
野
で
は
誰
で

も
関
心
を
も
つ
よ
う
な
、
大
学
の
一
般

教
養
科
目
の
よ
う
な
講
座
を
今
後
も
開

講
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

講座参加者の声
公民館では年間を通してさまざまな主催講座が行われています。
今回は昨年講座に参加された方々にいただいた感想をまとめまし
た。参加していない方にも、講座参加者の声から学びを味わってい
ただけると幸いです。

今
に
続
く
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
価
値
観

今
に
続
く
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
価
値
観

龍龍た
つ
た
つ

野野のの

　　
瑤瑤よ
う
よ
う

子子ここ

令和６年７月２７日開催〈環境講座〉
「レイチェル・カーソンに学ぶ　
環境へのまなざし」
講師に多田満さん（写真・国立研
究開発法人　国立環境研究所）と
田中迅さん（同研究所）をお招き
し、前半はレイチェル・カーソン
の生い立ちや著書で述べているこ
と、後半は環境問題に対する世界
のアプローチについてお話いただ
きました。

講座担当者から
２０２４年はレイチェル・カーソ
ンの没後６０年という節目の年で
した。『沈黙の春』を筆頭に彼女
の言説を改めて知るとともに昨
今の環境問題と併せて考える機
会を設けたいと思い企画しまし
た。質疑応答でも活発に意見が
交わされ、私自身学びとなりま
した。

パリ市の事例について解説する田中
迅さん。（講座開催日はパリオリン
ピックの開会式の翌日でした）

コンクール詳細▶

くにたち公民館だよりが第１０
回全国公民館報コンクール

（全国公民館連合会主催）で

特別賞を受賞しました！

公民館だより編集研究
委員をはじめ、市民の皆
様の協力もあって、受賞
することが出来ました。
ありがとうございます。
引き続きより良い紙面に
なるように、取り組んで
まいります。
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あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

・
こ
れ
ま
で
も
人
工
知
能
の
ブ
ー
ム
は

何
回
も
起
こ
っ
て
お
り
、
現
在
は
第
３

次
ブ
ー
ム
に
あ
た
る
と
い
う
点
は
興
味

深
か
っ
た
。
人
工
知
能
の
定
義
は
明
確

で
は
な
く
、
例
え
ば
１
９
８
０
年
代
の

第
２
次
ブ
ー
ム
の
際
は
、
室
温
の
変
動

に
合
わ
せ
て
緩
や
か
に
温
度
を
調
整
す

る
エ
ア
コ
ン
な
ど
、「
フ
ァ
ジ
ィ
」
と
い

う
人
工
知
能
機
能
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
。

現
在
、
こ
の
言
葉
が
死
語
に
な
っ
た
の

は
、
こ
の
技
術
が
当
た
り
前
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
り
、
今
話
題
に
な
っ
て
い
る

Ａ
Ｉ
の
新
技
術
も
い
つ
か
当
た
り
前
の

も
の
に
な
り
、
Ａ
Ｉ
と
呼
ば
れ
な
く
な

る
と
い
う
話
は
な
る
ほ
ど
と
感
じ
た
。

・
生
成
Ａ
Ｉ
は
平
気
で
自
信
を
持
っ
て

嘘
を
つ
く
こ
と
が
あ
る
、
多
数
決
の
原

理
で
バ
イ
ア
ス
が
誇
張
さ
れ
る
、
嘘
の

情
報
の
方
が
よ
り
広
が
る
と
い
っ
た
危

険
性
を
理
解
し
ま
し
た
。
一
方
で
良
く

で
き
た
非
常
に
便
利
な
道
具
で
あ
り
、

他
人
と
接
す
る
よ
う
に
、
信
用
で
き
る

か
否
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
扱
う
と

い
う
考
え
方
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

・
Ａ
Ｉ
が
「
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
い
う
人
間
の
脳
神
経
回
路
を
模

し
た
情
報
処
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

人
間
は
成
人
期
で
も
鍛
え
る
こ
と
で
、

脳
細
胞
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
復
活
し
た
り

こ
の
日
は
、
０
歳
７
か
月
の
息
子
と

７３
歳
の
母
と
共
に
、
国
立
市
公
民
館
で

開
か
れ
て
い
た
「
公
民
館
de
防
災
」

に
ふ
ら
り
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。

館
長
さ
ん
い
わ
く
、「
公
民
館
で
お

互
い
の
顔
を
少
し
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
ど
こ
か
で
見
か
け
た
と
き
に

『
あ
れ
、
も
し
か
し
て
』
と
思
う
こ
と

も
で
き
る
し
、
い
ざ
っ
て
と
き
に
声
を

か
け
る
の
が
少
し
楽
に
な
っ
た
り
す
る
。

そ
う
い
う
関
係
が
大
事
」
と
の
こ
と
で

し
た
。
防
災
講
座
は
、
お
隣
さ
ん
の
顔

を
知
り
、
言
葉
を
交
わ
す
き
っ
か
け
と

い
う
意
味
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

当
日
は
、
確
か
に
人
と
人
の
出
会
い

や
、〝
関
わ
り
し
ろ
”
が
生
ま
れ
た
日

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
市
民
交

流
ロ
ビ
ー
で
は
、
国
立
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
職
員
さ
ん
が
、
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
ご
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
防
災
ク

イ
ズ
で
は
、
職
員
さ
ん
の
優
し
い
語
り

か
け
と
、
子
ど
も
た
ち
が
問
い
に
対
し

て
純
粋
に
向
き
合
っ
て
い
る
姿
が
、
印

構
築
で
き
た
り
す
る
こ
と
。
Ａ
Ｉ
研
究

が
逆
に
人
間
の
研
究
に
活
か
せ
る
こ
と

が
あ
る
と
い
う
点
が
印
象
的
だ
っ
た
。

・
先
生
の
「
ち
ゃ
ん
と
『
人
間
』
で
き

て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
に

は
っ
と
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
の
で
き
る
こ

と
が
ど
ん
ど
ん
開
か
れ
て
い
く
の
に
対

し
て
、
人
間
の
や
る
こ
と
は
閉
じ
て
い

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
人

間
ら
し
さ
に
向
き
合
う
時
代
に
な
る
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
お
話
を
お
聞
き
す

る
ま
で
、
Ａ
Ｉ
は
自
分
と
少
し
離
れ
た

話
と
何
と
な
く
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
自
分
ご
と
で
あ
る
こ
と
を
は

っ
き
り
と
実
感
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

参
加
者
の
講
座
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

��

※
内
容
は
抜
粋
・
編
集
を
し
て
い
ま
す
。

※
内
容
は
抜
粋
・
編
集
を
し
て
い
ま
す
。

令和６年９月１日開催
〈情報科学講座〉「AI ってそもそ
も何ですか？　―ゼロから学ぶ
AI の基礎知識―」
同志社大学人工知能工学研究セ

ンター長の土屋誠司さん（写真）
にオンラインでお話いただきまし
た。ゼロから学ぶということで、
基本的な内容から「AI（人工知
能）」の歴史、仕組み、そして未
来について学び、最後には「人間
に向き合う」という普遍的なテー
マが投げかけられました。

令和６年１２月８日開催
〈地域防災講座〉「公民館de防災」
当日は公民館全館を使用して、１１
のブース（地震波実験＆地震と防
災のお話、災害時の水とトイレの
お話、水消火器体験＆消防車と記
念撮影、防災グッズ展示＆フード
ロス対策、子ども食堂のカレー配
布、ＡＥＤ体験、応急処置体験、
ポリ袋クッキング、防災クイズ、
災害時の健康管理、国立の防災に
ついて）を設け、スタンプラリー
形式で自由に巡る講座としまし
た。それぞれのブースは普段から
防災や、地域での居場所やつなが
りづくりに活動されている方々に
ご協力いただきました。地域の方
々との交流も多く生まれる講座と
なりました。

講座担当者から
ＡＩが生活に大きく関わる時
代になったことに、漠然とした
不安や抵抗感を感じている方も
多いと思います。そこで、まず
は基礎知識を学ぶことで、日々
更新されるＡＩに関する情報に
ついて、以前より前向きに興味
を持つきっかけになればと思
い、講座を企画しました。

公民館図書室には講座関連図書とし
て、小中学生でもわかる、やさしい
情報科学の本があります

防
災
講
座
で
垣
間
み
え
る
公
民
館
の
あ
る
暮
ら
し

防
災
講
座
で
垣
間
み
え
る
公
民
館
の
あ
る
暮
ら
し

土
屋
　

土
屋
　
一一か
ず
か
ず

登登とと

消防服を着て、消防車と記念
撮影！

いざというときのためのＡＥ
Ｄ体験

防災用品の展示や備蓄食料など

当日は会場で２９名、オンライン
で１９名にご参加いただきました
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学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

象
的
で
し
た
。

ま
た
、
地
下
ホ
ー
ル
で
は
、
社
会
貢

献
活
動
に
積
極
的
な
ニ
ッ
ポ
ー
設
備
株

式
会
社
代
表
取
締
役
の
田
中
友と
も

統の
り

さ
ん

が
、
災
害
時
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
お
話

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
災
害
支
援
隊
」

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
被
災
地
を
訪
問
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方

の
言
葉
に
、
参
加
者
の
眼
差
し
も
真
剣

だ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ぼ
く
自
身

も
、
災
害
時
に
は
あ
た
り
ま
え
の
よ
う

に
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
あ
ら
た

め
て
「
い
ざ
と
い
う
と
き
に
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
た

い
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

今
回
に
限
ら
ず
、
ぼ
く
に
と
っ
て
国

立
市
公
民
館
は
、
多
く
の
人
と
の
〝
出

会
い
”
と
〝
関
わ
り
し
ろ
”
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
令
和
５

年
度
か
ら
「
リ
カ
バ
リ
ー
の
学
校
＠
く

に
た
ち
」
と
い
う
事
業
を
国
立
市
公
民

館
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
公
民
館
職
員

の
方
々
、
公
民
館
に
集
う
青
年
室
の
方

々
、
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
や
社
会

教
育
委
員
の
方
々
等
、
本
当
に
た
く
さ

ん
の
方
々
と
出
会
い
、
色
々
と
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
そ
れ
は
、
国
立
市
内
外
の
社
会

教
育
の
関
係
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
様

な
市
民
や
地
域
福
祉
、
高
等
教
育
等
、

文
字
数
の
関
係
で
言
及
で
き
な
い
く
ら

い
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
出
会
う
こ

と
が
出
来
た
の
で
す
。
こ
の
出
会
い
を

簡
単
に
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で

す
が
、
例
え
る
な
ら
、
ま
ち
な
か
で
ば

っ
た
り
会
っ
た
と
き
に
、「
あ
っ
！
こ

の
ま
え
の
」
や
、「
あ
れ
、も
し
か
し
て
」、

あ
る
い
は
「
久
し
ぶ
り
！
」
と
つ
い
声

を
か
け
て
し
ま
う
よ
う
な
出
会
い
な
の

か
な
、
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

考
え
て
み
れ
ば
、
防
災
講
座
だ
っ
て
、

公
民
館
職
員
の
方
か
ら
、「
土
屋
さ
ん
、

○
○
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
い

ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
お
誘
い

を
受
け
て
、
家
族
と
訪
れ
た
の
で
す
。

こ
う
い
っ
た
関
係
が
増
え
て
い
く
こ

と
が
館
長
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

講座担当者から
参加者は、災害時の備えや食に
ついてのお話を伺ったり、防災グ
ッズを実際に触ったりと、様々な
観点から災害や防災について考え
る機会となったのではないでしょ
うか。子どもからご高齢の方まで、
たくさんの方が訪れました。来年
度も同様の講座を実施予定ですの
で、ぜひお立ち寄りください。

映像を交えて、災害ボラン
ティアのお話を伺います
（写真中央が土屋さん）

講　師　渡辺　大輔（埼玉大学）�
北山　ひと美（元和光小学校・幼稚園　校園長）

皆さんは「包括的性教育」をご存じですか？　包括的性
教育とは、ユネスコなどが提唱している、ジェンダー平等
や性の多様性、からだの権利といった人権尊重を基盤に幅
広く性を学ぶものです。子どもの年齢・発達に応じて伝え
方などを工夫し継続的・重層的に性を学んでいきます。
今回の講座では、講師の北山さんが実際に幼稚園や小学

校で行ってきた授業を大人が体験してみます。幼少期の子
どもに「からだ」や「性」のことをどのように伝えていけ
ばいいのか悩んだり、子どもの不意な質問にどう答えたら
いいのか戸惑ったりした経験のある方も多いのではないで
しょうか。模擬授業の中には、その答えになるようなヒン
トがたくさん詰まっています！
ぜひこの機会に一緒に学んでみませんか。性別や年代を

問わずたくさんの方のご参加をお待ちしています。
＊各回とも１回３０分程度の模擬授業を２～３回行います。

と　き　第１回　�５才児におこなう「からだのはなし」�
３月２日（日）　朝１０時～１２時

　　　　第２回　�小学生におこなう「性の話」�
３月９日（日）　朝１０時～１２時

ところ　公民館　３階講座室
対　象　子育て中の方、性教育に関心のある方
定　員　３０名（申込先着順）
申込先　２月７日（金）朝９時～
� 電話またはホームページより申込

講　師　河津　聖
きよ

恵
え

（詩人、評論家）�
水島　英

ひで

己
み

（詩人）加
か

部
べ

　洋祐（歌人）

昨年度開催した「いま、戦後詩をみつめる」の続編とし
て、昭和の時代の詩歌作品とその時代背景を読み解き、そ
れらが現在に問いかけるものを考えます。
〈講師からのメッセージ〉
楠田一郎、黒田喜

き

夫
お

、藤田武の作品をとりあげ、文学の
アクチュアリティ（現在性・切実性）について考えます。
楠田は知る人ぞ知る戦前のシュルレアリスト、黒田と藤田
はともに戦後の問題を深く抉

えぐ

った詩人と歌人。３名の
「田」の目指したもの、途絶したもの、無意識、絶望、戦
い、飢え、夢、それらの描写と表現や、そこにこめられた
思いは現在を撃ち、核心に触れ、想像力を刺激しないでは
いられないものです。
ノーベル文学賞受賞のハン・ガンは「過去が現在を助け
ている。死んだ者たちが生きている者を救っている」と受賞
講演で語りました。全てを今、生きて苦闘している者が解
決できるはずはない。見えない手が差し伸べられているの
です。過去から、死者たちから。３名の「黒い詩歌」の中
から混迷を照らす「光」と手がかりの「糸」を３名の講師
とともに見つける時間です。

と　き　３月１５日（土）昼１時３０分～４時３０分
ところ　公民館　地下ホール
定　員　６０名（申込先着順）
申込先　２月１３日（木）朝９時～
� 電話またはホームページより申込

性を学ぶことはよりよく生きること
―「包括的性教育」のススメ―
模擬授業【幼児～小学生編】

〈性教育講座〉〈性教育講座〉

いま、戦後詩をみつめる
〈講座　詩の世界〉〈講座　詩の世界〉

～「黒い詩歌」が映し出すもの～
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講　師　大内　郁
かおる

（東京都渋谷区公園通りギャラリー　学芸員）

近年、各地でアール・ブリュットの作品展が開催される
など、その概念や作品が注目されています。独創性の高い
発想や技法による作品、様々な背景を持つ作家たちは私た
ちに驚きと新たな気づきを与えてくれます。
今回は、先駆的にアール・ブリュットの普及に取り組ん
できた東京都渋谷区公園通りギャラリー学芸員の大内さん
をお招きし、アール・ブリュットの歴史やその魅力、可能
性についてお話しいただきます。アートの視点からダイバ
ーシティな社会について考える機会にしたいと思います。
※�アール・ブリュット（Art�Brut）とは１９４０年代にフラ
ンスの画家ジャン・デュビュッフェによって提唱された
言葉です。“Art”は「芸術」、“Brut”は「生の」と訳
されます。様々な解釈がありますが、美術の専門教育を
受けることなく、自己表現として独自に� �
制作された作品を表します。
と　き　３月１日（土）昼２時～４時�
ところ　公民館　地下ホール　定　員　７０名（申込先着順）
申込先　�２月１２日（水）朝９時～
� 電話またはホームページより申込

講　師　山田　修平 
（NPO法人東京学芸大こども未来研究所）

部屋いっぱいに敷き詰めた5００個
の風船で遊びます。大きな風船、小
さな風船、特別な空間で思いきり遊
びましょう！

と　き　３月９日（日）朝１０時半～１２時
ところ　公民館　地下ホール
持ち物　飲み物、汚れてもいい服装
対象・定員　�子ども（１歳から小学校２年生まで）と保護

者、各回１5組（家族単位です）
� 　　※�応募者多数の場合抽選、応募状況により、

１時間２部制になる場合があ
ります。

申込先　２月１７日（月）夜９時までの間に、
� ホームぺージより申込

講　師　金
きん

田
だ

一
いち

　堅
よし

顕
あき

（依存症を専門としている心理師）

「子どもがゲームばかりしているけど大丈夫だろうか」
と不安に思うことはありませんか？ゲームに熱中するあま
り声をかけても反応がない、食事や寝る時間も守れないと
いうことが続けば、「ゲーム依存症」ではないかと心配に
なる方も多いのではないでしょうか。
講師の金田一さんは、依存症専門機関「白峰クリニッ
ク」の公認心理師として、ゲーム依存の子どもや保護者の
カウンセリングを多数行っています。
講座では、「依存」と「依存症」の違いについての解説
や、依存症を予防するために今からできる具体的な方法に
ついてのアドバイスをいただきます。また、家庭内でのル
ールをどのように決めれば子どもが納得しやすいか、さら
には、子どもが嘘をついたり、親子間で対立したり、学校
に行かなくなったりするなど、保護者が特に悩みやすい場
面での対応策についてもお話しいただきます。実際にお困
りの方はもちろん、ゲーム依存について知っておきたい方
もぜひご参加ください。

と　き　３月２３日（日）朝１０時～１２時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　７０名（申込先着順）
申込先　２月１８日（火）朝９時～
� 電話またはホームページより申込

「読み終えたけれど廃棄するには惜
しい本」「誰かに読んでもらいたい
本」。そんな本があれば、ぜひお気軽
にお持ちください。
２月１９日まで市内４か所に設置する

「まちじゅう本棚」に置かれた本は、
誰もが自由に持ち帰って読むことがで
きます。
公民館では、１階の市民交流ロビー

にコーナーを設けています。自分が今まで目に留めなかっ
た本との出会いがあるかもしれません。

アール・ブリュット、その魅力と可能性を探る
～アートから学ぶ社会における多様性～

〈文化・芸術講座〉

子どものゲーム依存
親子でどう向き合う？

〈教育講座〉

くにたちまちじゅう本棚
みんなでシェアする本棚を市内４か所の

公共施設に設置しています

〈親子で遊ぼう・考えよう〉

部屋いっぱいの風船で遊ぼう！部屋いっぱいの風船で遊ぼう！

まちじゅう本棚で
できること

①�誰かに読んでほしい本
を本棚におく

②�本棚に置かれた本を持
ち帰って読む

※使い方は①、②のみでも可
能です。汚れや汚損が著しい
本、東京都青少年の健全な育
成に関する条例第８条に記載
されている「不健全な図書
類」に該当する本の設置はご
遠慮ください。

期　間　～２月１９日（水）まで
ところ　上記の市内４か所
問合せ　生涯学習課社会教育・文化芸術係
� 電話０４２（5７６）２１１１（代）
� 中央図書館・公民館・郷土文化館３館連携事業
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

公民館の会場をより多くの団体が利用できるよう、各団体の利用希望を調整する機会を設けています。
４月～７月（ロビーは５月～８月）の会場調整会日程は以下の通りです。

●会場調整会参加の流れ
①表（☆）のポスト投入期間に、公民館１階入口正面の会場別ポストに「申込書」を入れてください。
②表（★）の日程で、重なり団体一覧を館内に掲示します。ホームページからもご確認いただけます。
③重なりの掲示があった団体…会場調整会への参加
　�調整会は１団体１名、第１希望が取れなかった場合
の別の候補日や会場を想定して、最終的な判断がで
きる方がご参加ください。（開始時間に遅れたり、
不参加の場合は、使用希望は取り消しとなります）

★「参加申込書」を提出していない団体の予約方法
・２階事務室での受付…会場調整会当日の午後２時～
・電話での仮予約…会場調整会当日の午後３時～
※受付期間：午前９時～午後５時（月曜、祝日、年末年始を除く）

重なりの掲示がなかった団体…
お申込みの日程で会場を仮予約できています�
（調整会参加の必要はありません）
会場調整会の翌日以降、２階事務室へ本申込みにお越
しください。

＊詳細や不明な点は、ＨＰをご確認いただ
くか、公民館窓口にお問合せください。
＊会場調整会は、公民館利用者連絡会のご
協力により実施しています。

―公民館の会場予約のご案内――公民館の会場予約のご案内―

■今後の会場調整会日程 （※いずれも午前１０時～）

使用希望月（ロビー） （☆）申込書のポスト投入期間 （★）重なり団体の掲示日 会場調整会

４月（５月） ２月１日（土）～２月２０日（木） ２月２２日（土） ３月１日（土）　

５月（６月） ３月１日（土）～３月２７日（木） ３月２９日（土） ４月５日（土）　

６月（７月） ４月５日（土）～４月１７日（木） ４月１９日（土） ４月２６日（土）※

７月（８月） ４月２６日（土）～５月２９日（木） ５月３１日（土） ６月７日（土）　
※第１週の土曜日ではありません。ご注意ください。

重なり団体一覧

申込方法詳細

１
月
１４
日
（
火
）
第
３5
期
第
３
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１5
名
、
館
長
、
職

員
２
名
出
席
。
傍
聴
人
３
名
。

前
回
議
事
録
確
認

議
事
録
修
正
あ
り
。

報
告
事
項

公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
、

社
会
教
育
委
員
の
会
、
東
京
都
公
民
館

連
絡
協
議
会
、
社
会
教
育
学
習
会
担
当

委
員
よ
り
報
告
。

東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
よ
り
２

月
８
日
（
土
）
開
催
の
第
６１
回
東
京
都

公
民
館
研
究
大
会
の
再
度
案
内
。
社
会

教
育
学
習
会
担
当
委
員
よ
り
、
次
回
学

習
会
２
月
１４
日
（
金
）
の
内
容
を
紹
介
。

委
員
の
出
欠
を
確
認
し
た
。

審
議
事
項

２
～
４
月
の
公
運
審
の
予
定
を
確
認
。

現
在
の
公
民
館
事
業
に
つ
い
て
担
当
職

員
か
ら
内
容
や
意
図
な
ど
の
説
明
を
聞

き
、
第
３5
期
の
テ
ー
マ
設
定
に
む
け
て
、

今
後
、
全
委
員
か
ら
調
査
テ
ー
マ
を
募

り
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

委
員
研
修

学
識
の
田
中
雅
文
委
員
（
日
本
女
子

大
学
名
誉
教
授
）
よ
り
「
学
び
の
場
と

し
て
の
公
民
館
の
役
割
を
考
え
る
―
多

様
化
す
る
学
習
環
境
の
な
か
で
―
」
と

題
し
た
講
話
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
感
想
等
に
つ
い
て
各
委
員
で

対
話
を
し
た
。
そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ

か
ら
出
た
質
問
や
感
想
を
共
有
し
た
。

次
回
２
月
１８
日
（
火
）
夜
７
時
１5
分

か
ら
講
座
室
。
傍
聴
歓
迎
。�

（
大
貫
）

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

市
役
所
本
庁
か
ら
公
民
館
に
異
動
し

て
１０
か
月
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
、
慣

れ
な
い
環
境
と
仕
事
内
容
に
と
ま
ど
い

ま
し
た
が
、
料
理
や
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ

ス
な
ど
皆
さ
ん
の
活
動
の
様
子
を
拝
見

し
、
趣
味
・
教
養
な
ど
、
自
分
が
好
き

な
こ
と
に
、
仲
間
と
全
力
で
打
ち
込
む

姿
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

私
は
、
講
座
の
運
営
に
加
え
、
施
設

管
理
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ

の
１０
か
月
間
、
ト
イ
レ
の
詰
ま
り
や
、

便
座
の
破
損
、
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
り
、

電
気
が
つ
か
な
く
な
っ
た
り
…
…
。
解

決
し
て
も
次
々
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、

そ
の
度
に
奔
走
し
て
来
ま
し
た
。
当
初

は
、
公
民
館
の
老
朽
ぶ
り
に
少
し
悲
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
、

無
事
に
直
っ
た
時
に
味
わ
え
る
爽
快
感

・
達
成
感
が
く
せ
に
な
っ
て
い
ま
す

（
笑
）。
ま
だ
ま
だ
改
善
し
た
い
箇
所

は
あ
り
ま
す
が
、
公
民
館
と
い
う
建
物

に
愛
着
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
大
切

に
使
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
日

に
日
に
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
公

民
館
へ
足
を
運
び
、
快
適
に
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
設
備
・
備
品
の
充

実
や
利
便
性
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
古
く
て
も
「
居
心

地
の
良
い
公
民
館
」
を
目
指
し
ま
す
。

�

（
Ｃ
・
Ｉ
）

〈
職
員
不
定
期
コ
ラ
ム

〈
職
員
不
定
期
コ
ラ
ム  

「
公
民
館
の
窓
」〉

「
公
民
館
の
窓
」〉

居
心
地
の
よ
い
公
民
館
を

居
心
地
の
よ
い
公
民
館
を

��

目
指
し
て

目
指
し
て
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ひ
ろ
ば

ア
ク
ア
か
も
め
水
泳
会
員
募
集

運
動
不
足
の
方
、
健
康
な
体
づ
く
り

に
水
泳
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心

者
～
上
級
者
、
泳
力
別
に
コ
ー
チ
の
指

導
を
受
け
て
泳
ぎ
ま
す
。
男
女
問
い
ま

せ
ん
。
体
験
可
。（
無
料
）

日
時　

毎
週
金
曜
日　

朝
１０
～
１２
時

場
所　

総
合
体
育
館　

室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

江え

端ば
た

０４２
（
５７２
）
９
９
７
４

国
立
ペ
タ
ン
ク
倶
楽
部

ペ
タ
ン
ク
は
フ
ラ
ン
ス
で
サ
ッ
カ
ー

の
次
に
競
技
人
口
の
多
い
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
老
若
男
女
が
公
園
で
楽
し
く
、
気

軽
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
先
ず
は

見
学
・
お
試
し
参
加
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

㈬
・
㈮　

朝
９
時
半
～
１１
時

場
所　

谷
保
第
三
公
園

連
絡
先　

永
松
０４２
（
５１１
）
７
０
５
７

フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
「
ソ
ラ
ー
ナ
」

市
内
で
活
動
中
の
男
女
エ
ン
ジ
ョ
イ

サ
ー
ク
ル
で
す
。
１０
～
６０
代
ま
で
幅
広

い
年
代
で
毎
週
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

熟
練
指
導
者
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
有
り
。

気
軽
に
体
験
か
ら
で
も
御
連
絡
下
さ
い
。

日
時　

毎
週
日
曜
日　

昼
３
時
～
６
時

場
所　

市
内
小
学
校
体
育
館

連
絡
先　

磯
０８０
（
３２５８
）
６
７
１
１

二
重
被
爆
３
世
の
原
田
小こ

鈴す
ず

さ
ん
に 

き
く
～
語
り
つ
ぐ
原
爆
・
人
権
・
平
和

広
島
・
長
崎
二
重
被
爆
者
の
祖
父
山

口
彊つ

と
む

さ
ん
の
体
験
を
４
代
に
亘
り
語
り

つ
ぎ
平
和
を
訴
え
る
原
田
さ
ん
の
お
話
。

学
習
会
実
行
委
員
会
主
催
。
入
場
無
料

日
時　

２
月
８
日
㈯　

昼
２
時
～
４
時

場
所　

一
橋
大
学
本
館
２１
号
室

連
絡
先　

押
田
０９０
（
３８０４
）
４
９
９
１

写
真
展
（
令
和
６
年
度
）
光
遊
会

サ
ー
ク
ル
活
動
で
撮
影
し
た
、
自
然

の
美
し
さ
や
建
物
等
一
年
間
の
集
大
成

の
写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
１１
日（
火
・
祝
）～
１６
日
㈰

場
所　

公
民
館
１
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー

連
絡
先　

青
木
０９０
（
６１５９
）
５
３
５
９

２月１５日（土）朝～　文化・芸術講座「『民藝』への招待」
　　１６日（日）昼　　�〈中央図書館・公民館・郷土文化館３館連携事業〉

ドキュメンタリー映画上映会� �
『ニューヨーク公共図書館エクス・リブリス』

３月１日（土）昼　　�文化・芸術講座「アール・ブリュット、その魅
力と可能性を探る～アートから学ぶ社会におけ
る多様性～」

　　２日（日）朝～　�性教育講座「性を学ぶことはよりよく生きること��
―『包括的性教育』のススメ―模擬授業【幼児
～小学生編】」

　　９日（日）朝　　�親子で遊ぼう・考えよう� �
「部屋いっぱいの風船で遊ぼう！」

　　１５日（土）昼　　�講座　詩の世界「いま、戦後詩をみつめる� �
～『黒い詩歌』が映し出すもの～」

　　２３日（日）朝　　�教育講座� �
「子どものゲーム依存　親子でどう向き合う？」

　講座の開催状況などに変更があった場合は、公
民館入り口付近への掲示や、ホームページでお知
らせします。ご不明の点はお問合せください。
公民館　☎０４２（５７２）５１４１ ▲講座等の案内

今月の公民館（２月～３月）

「
矢
川
プ
ラ
ス
」
の
玄
関
を
入
っ
た

右
手
の
多
目
的
ル
ー
ム
に
は
、
色
と
り

ど
り
の
折
り
紙
か
ら
ハ
サ
ミ
で
切
り
出

し
た
「
き
り
が
み
」
素
材
や
ク
ラ
フ
ト

パ
ン
チ
で
抜
い
た
「
型
抜
き
」
素
材
が

並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
行
わ
れ

て
い
た
の
は
、「i–ze

（
い
ー
ぜ
）」

が
主
催
す
る
「
き
り
が
み
ア
ー
ト
」
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

参
加
者
は
お
気
に
入
り
の
切
り
紙
を

選
び
、
色
画
用
紙
に
自
由
に
配
置
し
て
、

自
分
だ
け
の
ア
ー
ト
作
品
を
作
り
上
げ

ま
す
。
親
子
や
世
代
を
超
え
た
交
流
も

盛
ん
で
、
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
「
好

き
」
や
「
得
意
」、「
や
り
た
い
気
持
ち
」

を
尊
重
し
た
温
か
い
場
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

代
表
山
根
浩
子
さ
ん
は
、
矢
川
プ
ラ

ス
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

く
に
た
ち
市
民
文
化
祭
で
は
公
民
館
を

会
場
に
同
様
の
活
動
を
行
い
、
多
く
の

市
民
の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。i–ze

は
「
多
様
な
個
性
」
を
大

切
に
す
る
こ
と
を
理
念
に
掲
げ
て
い
ま

す
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
そ
の
一

環
で
あ
り
、
創
造
性
や
感
性
を
育
む
だ

け
で
な
く
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
ら

れ
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

先
生
の
ソ
ル
さ
ん（
立
岡
里
司
さ
ん
）

は
、
長
年
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
経

て
、i–ze

と
出
会
い
、「
き
り
が
み
ア

ー
ト
」
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
や
大
人

た
ち
の
創
造
力
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

山
根
さ
ん
は
「i–ze

で
は
、
お
互
い

の
夢
や
得
意
を
応
援
す
る
こ
と
で
、
新

し
い
可
能
性
を
広
げ
て
い
ま
す
」
と
語

り
ま
す
。
毎
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

加
え
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
の
実
施
も
あ

り
、
活
動
は
地
域
の
文
化
や
交
流
を
深

め
る
場
と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

２
月
の
テ
ー
マ
は
、
お
ひ
な
さ
ま
と
お

花
見
の
き
り
が
み
。
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

作
品
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
時　

月
１
回
週
末
ま
た
は
祝
日

　
　
　
　

昼
１
時
３０
分
～
４
時
３０
分
等

場
　
所　

矢
川
プ
ラ
ス
多
目
的
ル
ー
ム

参
加
費　

中
学
生
以
下　

３
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
上　
５
０
０
円

連
絡
先　

山
根　

０９０
（
２４３６
）
８
４
８
５

�

〈
文
・
写
真
　
鴇と

き
田た

　
美
緒
〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
４
０
０
〉

「「i–ze
i–ze

」（
い
ー
ぜ
）

」（
い
ー
ぜ
）

「サークル訪問」は、公民館だより編集研究委員会の
委員が市内で活動するサークルに伺って取材し、公民館
だよりへ記事を掲載するコーナーです。活動内容の紹介
や、メンバー募集を希望するサークルのみなさまは、ぜ
ひご連絡ください。
〈お問合せ先〉公民館　☎０４２（5７２）５１４１

「サークル訪問」に掲載を希望する
サークル募集！

すてきな作品、いっしょに作ろう！


